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　しか し、彼は 、UMNO （United　Malays 　National　O τganization）とMCA （Malayan 　Chinese

Association）とい う種族政 党が AIIianceを結び 1957年まで に独立する こ とを掲げ台頭 したこ

とで 、その イ ニ シ ア テ ィ ブを急速 に 失 い 、マ ラヤ 連邦独立 が地滑的に 進 んで い っ たの で あ

る 。

　英国は 、マ ラヤ 連邦独立後 も、英領東南 ア ジア 国家を長期的な課題と し、マ レ
ー

シア構想

を支持 して い っ た もの の 、結局 、
マ ラヤ 連邦の Allianceと シ ン ガポ

ール の PAP （People
’
s　Action

Party）とが 対立 す る こ とに よ っ て 、
こ れ に も失敗する こ とに な っ た 。

　MacDonald の 自治 国構想は 、natlon −buildingの か な りあ りうる 漸進的方向を示す もの で

あ っ た 。 しか し、彼は、マ ラ ヤ連邦だ けでの 独立 をめ ざすナ シ ョ ナ リ ス トた ちの 台頭を予期

せ ず 、 それ を うま く取 り込む こ ともで きず 、挫 折す る こ とに な っ た 。 そ して 、
こ の 時期 マ ラ

ヤ連邦が 単独で 独立 した こ とは 、AilianceとPAP との 対立の 構図を固定化する契機 とな り、

マ レ ーシ ア ・シ ン ガポ ー
ル 分立の

一
つ の 大 きな原 因とな っ た の で ある 。

イ ン ドネシ ア 1974年婚姻法下 の ミナ ン カ バ ウ社会
一

rumah 　tangga の 用法 を中心 と して 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中島成久

　イ ン ドネシ ア 1974年婚姻 法は 、
一

夫
一

婦制 に基づ く近代家族原理 とイス ラ ム 家族法原 理

が奇妙 に ミ ッ ク ス された内容で あ るが、全体 として は イス ラ ム 勢力の 勝利 した法律で ある 。

婚姻法第34条で は、夫が パ ン の 稼 ぎ手で あ り、妻は家庭 rumah 　tangga を切 り盛 りす る義務

を負 うと 、 規定 されて い る 。
こ れ は イス ラム 法に基づ くジ ェ ン ダー

観で ある が、こ うした家

庭内で の性や ジ ェ ン ダー
観をモ デ ル と して 、国家体制の 理想 とする イデ オ ロ ギ

ーを構成 し

て い る の が 、ス ハ ル ト新体制の特徴で ある 。婚姻法は 1979年の 村落法 と同 じく、イ ン ドネシ

ア を構成 す る 各民族集 団の 多様性 を考慮す る こ とな く、 性や家族、ジ ェ ン ダー、ある い は 地

方行政組織などの 分野 で 、国 家の 規定する 画
一的 な イデ オ ロ ギーを地方に強要す る装置で

ある。私 は 1974年婚姻法が 、ミナ ン カ バ ウ社会に どの よ うな影響を与 えて い るか を考 える

が 、今回は、婚姻法が規 定す るル マ
ー・タ ン ガ （家庭）とい う言葉 、お よびそれが前提 とする

性や ジ ェ ン ダー
観が ミナ ン カバ ウ社会で どの よ うに理解 され 、 どの よ うな影響 を及ぼ して

い る か を フ ィ
ー

ル ド・ワ ー
クの 成果 を下に して検 討 して みた い

。

　ル マ
ー・タ ン ガ は 、 政府 に近 い 人 々 に よ っ て 唱道され て い る 。 KUA （宗教省の 下部機関）

で の 結婚登録時に 、ル マ
ー

汐 ン ガの 理想 とす る夫婦像、家庭 像が喧伝 されて い る 。 西ス マ

トラで は 、ブ ン ド・カ ン ドン とい う ミナ ン カ バ ウ母系制 を象徴す る神話的女性 の イメ ージ

が、地 方行 政組織の 中 に取 り入 れ られてい る が 、本質的に は村長の 妻 を中心 と した PKK

（村落家族福祉推進 プ ロ グラ ム ）活動 と変わ らな い
。 それ は、旧 ナガ リ （慣習村）が い くつ か

の デ サ （行政村）に分割 され た こ とに危機感を募 らせ る ア ダ ッ ト保持勢力が すん な りと国

家政策を受け入れ やす くす る ため に考案された女性組織 で あ り。ル マ
ー・タ ン ガ の 性役割

を補完する もの で ある 。 次に 、村に おける政府の 代弁者 （村長 、 KUA ）の 家庭 を検討する と、

婚姻法で 強 くな っ た父親／夫 は 、ミナ ン カ バ ウの ア ダ ッ トと衝突する可 能性 があ るが、ル

マ
ー・タ ン ガ内に お い て は母 系大家族か ら母系小家族へ の 変化 とい う20 世紀初頭以来の

傾向を越 えて 影響 を与 える こ とは な く、ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー

問題に悩ん で い る 。 む しろ 、P

KK や ブ ン ド・カ ン ドン とい っ た女性達の ほか に 、ワ ニ タ・カ リール とい う女性の 社会進出
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を後押 しす る官製 ス ロ
ー

ガ ンの 忠実な信奉者が 、村の 指導的な女性で あ り、よ り積極 的に

国家の 規定す るジ ェ ン ダ
ー
観を演 じて しまう可能性 が ある 。

日本古代史 よ りみ た東南 ア ジ ア

ー 10〜 13世紀ア ジ ア海域史の なか の 日宋貿易 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内晋次

　緻密な論文が 日 々 大量に刊行 され て い る 日本古代史研究 に あっ て も、ほ とん どの 研究者

か ら関心 をは らわれ る こ とな く放置 され 、研 究の 遅 れ た重要テ
ー

マ が数多 く残 され て い る 。

本報告で あつ か っ た 日宋貿易の 問題 もそ の よ うな取 り残 され た テ
ー

マ の ひ とっ で あ る 。

　本報告の 第 1章「対外交易 と国家・王権」で は   交易港 、   客館、  貢物、  海商の 政治的・

外交的活動、  国家的儀礼 へ の 参加 とい う五 つ の 点で 、 10 〜 13 世紀 こ ろ の 日本 朝 鮮・

東南 ア ジ ア にお け る対外交易の 状況 を比較 した 。 その 結果 、
こ の 3地域 にお い て は 、

一
般 的

に海商の 交易が現地の 王権に よ っ て 指定され た交易港で 、王権 へ の 貢物慣行な どをと もな

い つ つ
、 そ の 管理 の もとに行 なわれ てい た とい う点で 共通 性が 認 め られ た 。 そ して この こ

とか ら、こ れ まで の 臼宋貿易研究の 通説の よ うに 、当該期の 東ア ジア 海域 に お ける交易を

た ん なる「私貿剔 とと らえるの み で は 交易の 全体像 をと らえる視角 と して は不十分で あ

り、今後の 研究 に お い て は 「王権 と対外交易」と い う視点が重要で ある こ とを述べ て み た 。

　つ ぎの 第 2章「10 世 紀以後の 「東ア ジ ア 世界」の 性格 ・構造 につ い て」で は 、 第 ユ章で の

比較検討の 結果に もとつい て 、 10 世紀以後の 「東ア ジ ア 世界」の 構造に 関す る有力 な学説

の ひ とつ で ある西嶋定生氏の 議論 に関 して 若干の 考察を行 な っ た 。 周知の よ うに 、西嶋説

にお い て は、ユ 0 世紀初頭の 唐朝の 滅亡 を画期 と して 国際的政治秩序 と して の 東 ア ジ ァ 世

界が 崩壊 し、かわ っ て 経済的交易圏 と して の 東 ア ジア 世界が形成 され た と主張 され る 。 そ

して こ の 新 しい 東 ア ジア 世界 にお い て は 、その 内部 を秩序化 し、安定 した状態 を維持す る

ため の 機構が欠落 してお り、その ほ とん どが 「私貿易」とい う形態 を とる 商行為に は、営利

と危険 とが常 に 同居 して い た とされ て い る 。 しか し、本報告の 第 1 章 にお ける 結論か らす

れ ば、10 世紀以後の 「東 ア ジ ア交易圏」にお い て は
、 中国お よ び周辺地域の 諸国家が そ れ

ぞれ 、海商 を朝貢分子 として 含み 込ん だ華夷秩序 とそれ に も とつ い た貿易管理体制を設定

して お り、海商 側 もそ れ らの 秩序 に積極的に 参入す る こ とに よ り、そ の 海域 に お け る 自己

の 「私貿易」に秩 序 と安全性 が保 証 され る とい う状 況が存在 した と考 え られ る 。 私の この 仮

説が妥 当な もの で あ る とす れば 、10 世紀以 後の 東ア ジ ア 世界の 構造 ・性格を考え る にあ

た っ て は
、西嶋氏 の よ うに政 治的側面 を軽視する べ きで は な く 、 あ くまで も政 治的 側面 と

経済的側面 を統合 した視点か らその 世界 の 構造 ・性格が検討 され る べ きで あろ う。

轡）

鬱

シ ッ タ ー ン 文書 に み る コ ン バ ウ ン 時代 の 地方単位 ミ ョ ウの 構造

一
中部 ビ ル マ ・サ リ ン 地 方の 事例 を手 が か りに 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩城 高広

　 リーバ ー
マ ン は、コ ン バ ウ ン朝前期 （18世紀後半 一 19世紀 は じめ〉の ビル マ が 「国家の 緊

密化」state　consolidation をな しとげた とす る 。 緊密化 とは 、 中心地域 と周縁地 域 とが 、政 治
・

経 済 ・文化 な どの 諸側面 で 、相 互 に密接 な つ なが りを もっ て くる状 況をい う。緊密化の 内容
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